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昭
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女
子
大
学
 
人
間
社
会
学
部
 
心
理
学
科
 

２
０
２
５
年
度
 
総
合
型
選
抜
入
学
試
験
 
１
次
選
考

 

「
適
性
テ
ス
ト
」
 

問
題
用
紙

 
（
１
／
１
）
 

  

こ
ど
も
家
庭
庁
は

20
23

年
に

、
1
歳
か
ら

9
歳

の
子

ど
も

と
同
居

す
る

保
護

者
を

対
象

に
、
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
。
下
図
は
、
子
ど

も
が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し
て

い
る

と
回

答
し

た
保

護
者
に

、
子
ど
も

の
平
日

1
日

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間

に
つ
い
て
、
利
用
目
的
の
別
に

求
め
た

回
答

を
集

計
し

た
も

の
で
あ

る
。
左
の

図
は
【
勉

強
・
学

習
・
知
育

】
を

目
的

と
し
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

利
用
時

間
に

つ
い

て
、
右
の
図

は
【
趣
味
・
娯
楽
】
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
時

間
に
つ
い
て
、
子
ど
も
全
体
と
年
齢
別
の
回
答
分
布
を
示
し
て
い

る
。

 

こ
の

2
つ
の

図
を

よ
く

吟
味
し
た
う
え
で
、
次
の
問
１

、
問
２

に
解

答
し
な
さ
い
。

 

 問
１
 
こ
の

2
つ

の
図

か
ら
は
、
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
の
特
徴
が

2
点
読
み
取

れ
る
。

1
点

目
は

年
齢

に
関
わ

ら
な

い
利

用
目

的
の

差
異

に
関
す
る
特
徴
で
あ
り
、

2
点
目
は
年
齢

の
増
加
に
伴
う
変
化
に

関
す

る
特

徴
で

あ
る

。
こ

の
2
点
の
特
徴
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
、

2
点

あ
わ

せ
て

40
0
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

 

 問
２
 
問
１
で

見
出

し
た

2
点
の

特
徴

が
ど

の
よ

う
な

原
因

や
理
由

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

か
、
あ
な
た
の
見
解
を

40
0
字
以
内
で
論
述
し
な
さ
い
。

 

  

図
 
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間

 （
目
的
・年

齢
別
） 

 
                 

  

注
）

 図
内
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
示
す
数
字
は

1.
0
未
満
の
場
合
に
省
略
を
し
て
い
る

 

   

（
こ
ど
も
家
庭
庁
 

令
和

5
年
度

 青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査

 低
年
齢
層
調
査

  

[子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
（
目
的
別
）

]. 
政
府
統
計
の
総
合
窓
口

. R
et

ri
ev

ed
 J

ul
y 

24
, 2

02
4,

  

fr
om

 
ht

tp
s:

//w
w

w.
e-

st
at

.g
o.

jp
/s

ta
t-s

ea
rc

h/
fil

es
?p

ag
e=
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la

yo
ut

=d
at

al
is

t&
to

uk
ei

=0
01

00
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&
ts

ta
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01
21
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&
cy

cl
e=

8&
tc

la
ss

1=
00

00
01
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43
&

tc
la

ss
2v

al
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を
も
と
に
作
成
）
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０
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1
～
2
時
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時
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以
上
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和
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子
大
学

食
健
康
科
学
部

管
理
栄
養
学
科

２
０
２
５
年
度

総
合
型
選
抜
入
学
試
験

1
次
選
考

氏 名

「
適
性
テ
ス
ト
」

問
題
用
紙
（
１
／
４
）

受 験 番 号

採
点

第
１
問

酸
化
銅
（

II
）
と
炭
素

を
混

合
し

、
以
下

の
よ
う

に
し
て

加
熱

す
る
実

験
を
行

っ
た
。

以
下

の
問

い
に

答
え
な
さ

い
。

問
1

こ
の
実
験
の
化
学
反
応

式
を

書
き

な
さ
い

。

問
2

反
応
前
後
の
銅
、
酸
素

、
炭

素
の

酸
化
数

を
そ
れ
ぞ

れ
答

え
な

さ
い
。

問
3

こ
の
実
験
に
よ
っ
て
発

生
す

る
気

体
が
な

に
か
を
確

認
す

る
た

め
に
、

ビ
ー
カ
ー
に
入
れ
る
と
よ
い
液
体
を
答
え
な
さ
い
。

問
4

発
生
す
る
気
体
を
通
し

た
ビ

ー
カ

ー
の
中

で
起
こ
る

反
応

の
化

学
反
応

式
を
書
き
な
さ
い
。

問
5

ビ
ー
カ
ー
の
液
体
の

pH
は
、

発
生
す

る
気
体

を
通

す
前

後
で

、
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る
か
答
え
な
さ
い
。

第
２
問

以
下

の
問
い
に
答
え
な

さ
い

。

問
1

0.
05

0
m

ol
/L

の
酢
酸
水

溶
液
（

電
離
度

0.
02

0）
の

pH
を

求
め

な
さ
い

。
計
算
式
も
書
き
な
さ
い
。

問
2

0.
00

01
0

m
ol

/L
の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ
ム

の
水
溶
液

の
pH

を
求
め

な
さ
い
。
計
算
式
も
書
き
な
さ
い
。

（
水
の
イ
オ
ン
積

K
w
＝

[H
＋

][O
H

－
]=

1.
0×

10
－

14
(m

ol
/L

)2
と
す

る
）

問
3

塩
素
の
同
位
体
に
は
、

相
対

質
量

35
.0

の
も

の
と

37
.0

の
も

の
が
存

在
す
る
。
原
子
量
は

35
.5

で
あ
る
。

35
Cl

と
37

Cl
の
存
在

比
を
求

め
な

さ
い

。
計
算

式
も
書
き

な
さ

い
。

問
4

98
.0
％
硫
酸
（
質
量
％

）
の

密
度
は

1.
84

g/
cm

3
で

、
硫

酸
の

分
子

量
は

98
.0

と
す
る
。
こ
れ
を
希
釈
し
て

3.
00

m
ol

/L
の
希
硫
酸

36
8

m
L
作

る
た
め
に
必
要
な

98
.0
％

硫
酸

は
何

m
L
か
求

め
な

さ
い
。

計
算
式

も
書

き
な
さ
い
。

人
間
社
会
学
部
　
心
理
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
（
60
分
）

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
（
60
分
） �

❶
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総
合
型
選
抜
入
学
試
験（
１
次
）
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昭
和
女
子
大

学
食
健
康
科
学
部

管
理
栄
養
学
科

２
０
２
５
年
度

総
合
型
選
抜
入
学
試
験

1
次
選
考

氏 名

「
適
性
テ
ス

ト
」

問
題
用
紙
（
２
／
４
）

受 験 番 号

採
点

第
３
問

以
下

の
問
い
に
答
え
な

さ
い
。

地
球

上
に

は
多

様
な

環
境
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

(a
)環

境
に
適
し
た
多
様
な
生
物
が
生
活
し
て
い
る
。
一
方
で
す
べ
て
の
生
物
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特

徴
が

あ
り

、
(b

)遺
伝
情

報
と
し
て

D
N

A
を
も
つ
こ
と
や
、
タ
ン
パ
ク
質
を
つ
く
る
ア
ミ
ノ
酸
の
種
類
が
共
通
し
て
い
る
点
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

問
1

下
線
部

(a
)に

関
し
て
、
図
１
は
脊
椎
動
物
の
進
化
の
過
程
を
示
し
て
い
る
。
図

1
の

ア
～

ウ
に
あ
て
は
ま
る
生
物
の
進
化
に
お
い
て

新
た

に
獲

得
さ

れ
た
特
徴
を
記
入
し
な
さ
い
。

図
１
脊
椎
動
物
の
進
化
の
過
程

問
2

下
線
部
（

b）
に
つ

い
て
述
べ
た
次
の
文
章
中
の
（
エ
）
～
（
キ
）
に
最
も
適
当
な
語
句
を
、（

①
）
～
（
④
）
に
最
も
適
当
な
数
字
を
記
入
し
な
さ

い
。

(c
)D

N
A
は
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
を
基
本
単
位
と
し
て
、
こ
れ
が
多
数
鎖
状
に
つ
な
が
っ
た
分
子
で
あ
る
。

D
N

A
は
真
核
生
物
で
は
主
に
核
内
に
存
在
し
、

D
N

A
と

タ
ン
パ

ク
質

か
ら

な
る
（
エ
）
を
構
成
し
て
い
る
。
生
物
種
に
よ
り
そ
の
本
数
は
異
な
り
、
ヒ
ト
の
場
合
、
生
殖
細
胞
に
は
（
エ
）
が
（
①
）
本
含
ま
れ

て
お

り
、
そ

の
塩
基

対
数

は
お
よ
そ
（
②
）
億
対
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
殖
細
胞
が
も
つ
（
エ
）
に
あ
る
全
遺
伝
情
報
を
（
オ
）
と
呼
ぶ
。（

オ
）
の
本

体
は

D
N

A
で

あ
り

、
D

N
A

に
は
生
命
活
動
や
形
質
に
関
わ
る
重
要
な
遺
伝
情
報
を
も
つ
領
域
が
あ
り
、
こ
の
領
域
を
（
カ
）
と
い
う
。
こ
の
領
域
の
情

報
か
ら

m
R

N
A（

伝
令

R
N

A
）
が
合
成
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
タ
ン
パ
ク
質
が
合
成
さ
れ
る
こ
と
を
（
キ
）
と
い
う
。

生
物

の
タ

ン
パ

ク
質

を
構

成
す
る
ア
ミ
ノ
酸
は
（
③
）
種
類
あ
り
、

m
RN

A
の
連
続
し
た
塩
基
（
④
）
個
の
配
列
が

1
個
の
ア
ミ
ノ
酸
を
指
定
し
て
い

る
。

こ
の

連
続

す
る

配
列

を
コ
ド
ン
と
呼
ぶ
。

問
3

下
線
部

(c
)の

塩
基
配
列
が

３
′-

T
A

C
C

G
G

G
A

C
A

C
C

T
A

C
G

C
G

 -
5

′
で
あ
る
と
す
る
。

1）
こ
れ

を
鋳

型
と

し
た
場
合
、
合
成
さ
れ
る

m
RN

A
の
配
列
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
、
答
え
な
さ
い
。

2）
さ

ら
に

1）
の

m
RN

A
が
す
べ
て
翻
訳
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
生
じ
る
ア
ミ
ノ
酸
配
列
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
、
表
１
の
遺
伝
暗
号
表
を
参

考
に

し
て

、
左

か
ら

順
番
に
な
る
よ
う
ア
ミ
ノ
酸
を
す
べ
て
記
入
し
な
さ
い
。

表
１

遺
伝

暗
号

表

  
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
  

  
問

4
タ

ン
パ

ク
質

の
合

成
に
関
す
る
記
述
①
～
④
を
一
連
の
過
程
と
し
て
適
当
な
順
番
に
な
る
よ
う
に
並
べ
な
さ
い
。

①
tR

N
A（

転
移

R
N

A）
が

m
R

N
A
の
コ
ド
ン
と
相
補
的
に
結
合
す
る

②
D

N
A
の
一

部
分

で
塩

基
対
間
の
結
合
が
切
れ
、

1
本
鎖
の
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
鎖
が
で
き
る

③
並

ん
だ
ア

ミ
ノ

酸
ど

う
し
が
結
合
す
る

④
D

N
A
の
塩

基
と

RN
A
の
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
の
塩
基
が
結
合
し
、

m
RN

A
が
つ
く
ら
れ
る

昭
和
女
子
大
学

食
健
康
科
学
部

管
理
栄
養
学
科

２
０
２
５
年
度

総
合
型
選
抜
入
学
試
験

１
次
選
考

氏 名

「
適
性
テ
ス
ト
」

問
題
用
紙
（
３
／
４
）

受 験 番 号

採
点

第
４
問

以
下

の
問
い
に
答
え
な

さ
い

。

ヒ
ト
に
は
、
病
原
体
か
ら
体
を

守
る
し

く
み

が
い

く
つ

も
備

わ
っ
て

い
る
。
１
つ

は
(d

)病
原
体
の
侵
入
を
物
理
的
・
化
学
的
に
防
ぐ
し
く
み
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
ら
の
し
く
み
を
か
い

く
ぐ
り

病
原

体
が

体
内

に
侵

入
す
る

こ
と

が
あ

る
。
そ
の
場
合
、

(e
)白

血
球
を
中
心
と
し
た
免
疫
に
よ
り
病
原
体
は
排
除
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ヒ
ト

は
病
原

体
の

侵
入

を
受

け
て

も
体
内

環
境

を
一

定
に

維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
一
方
で

(ｆ
)免

疫
が
様
々
な
疾
患
に

か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

問
1

下
線
部
（

d）
に
関
す
る
記

述
と

し
て

適
当

な
も

の
は

ど
れ
か

。
①

～
⑤
か
ら
す
べ
て

選
び
、
解
答
欄
に
選
択
肢
の
番
号
を
記
入
し
な
さ
い
。

①
皮
膚
や
粘
膜
か
ら
の
分
泌

物
に

含
ま
れ

る
リ

ゾ
チ

ー
ム

は
細

菌
の
細

胞
膜

を
分

解
す
る
。

②
皮
膚
の
表
面
は
汗
腺
な
ど

か
ら

の
分
泌

物
に

よ
り

中
性

に
保

た
れ
る

。

③
消
化
管
に
生
息
す
る
細
菌

は
病

原
体
の

増
殖

を
抑

制
す

る
。

④
気
管
で
は
、
繊
毛
運
動
に

よ
り

異
物
が

肺
か

ら
口

の
方

へ
押

し
出
さ

れ
る

。

⑤
皮
膚
の
表
面
に
は
生
き
た

細
胞

が
密
に

集
ま

っ
た

角
質

層
が

形
成
さ

れ
、

病
原

体
の
侵
入
を
防
ぐ
。

問
2

下
線
部
（

e）
に
つ
い
て
図

2
は

適
応

免
疫

（
獲

得
免

疫
）
の

流
れ

を
表

し
た

模
式
図
で
あ
る
。
図
中
の

ク
～

セ
に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
語
句

を
、
以
下
に
示
す
説
明
を

参
考

に
し
て

、
記

入
し

な
さ

い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

ク
：
異
物
を
取
り
込
ん
で
、
適
応
免
疫
（
獲
得
免
疫
）

の
開
始
に
は
た
ら
き
、
異
物
の
情
報
を

ケ
や

コ

に
伝
え
る

 
 

 
 

 
 

 
 

ケ
：
感
染
細
胞
な
ど
を
直
接
攻
撃
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
：

サ
や

シ
を
活
性
化
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
：
も
と
は
単
球
で
、
活
性
化
さ
れ
る
と
食
作
用
が

促
進
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  

シ
：
骨
髄
で
分
化
す
る
リ
ン
パ
球
で
あ
り
、
抗
原
を
取

り
込
み
、
そ
の
断
片
を
細
胞
表
面
へ
提
示
す
る

 
 

ス
：
大
量
の

セ
を
産
生
し
、
体
液
中
に
分
泌
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

セ
：
異
物
と
特
異
的
に
結
合
す
る
タ
ン
パ
ク
質

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図
2

適
応

免
疫

（
獲

得
免

疫
）

の
し

く
み

問
3

図
２
中
の

セ
は
、
異
物

と
結
合

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ど
の

よ
う

な
反

応
が

み
ら
れ
る
か
、
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
4

下
線
部
（

f）
に
関
し
て

、
あ
と

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

1）
自
己
免
疫
疾
患
の
例

を
１
つ

答
え
な

さ
い

。

2）
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
が

感
染
す

る
細

胞
の

名
称

と
、

感
染
に

よ
り

発
症

す
る
病
名
を
答
え
な
さ
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
（
60
分
） �

❸
食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
（
60
分
） �

❷

総合型選抜入学試験（１次）
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昭
和
女
子
大
学
 
食
健
康
科
学
部
 
管
理
栄
養
学
科
 
 
 

２
０
２
５
年

度
 
総
合
型
選
抜
入
学
試
験
 
１
次
選
考
 

氏 名
 

 

「
適
性
テ
ス
ト
」
 
問
題
用
紙
（
４
／
４
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

採
 
点

 

 第第
５５

問問
  
以以

下下
のの
食食
、、
健健
康康
、、
栄栄

養養
にに
関関

すす
るる
問問

いい
にに
答答
ええ

なな
ささ
いい

。。
  

 問
1 

ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
症
に
関

す
る

問
題

で
あ

る
。

 
各
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
症
を

下
記

の
選
択

肢
ア

～
コ

か
ら

ひ
と

つ
選
び

、
そ

の
記

号
を

解
答

欄
に
記

入
し

な
さ

い
。

 
 ・

ビ
タ
ミ
ン

A
の
欠
乏

症
 
 
 
 
 
・
ビ
タ
ミ
ン

B
1
の
欠

乏
症
 
 
 
 
 
・
ビ
タ
ミ
ン

B
2
の
欠
乏
症

 
 ・

ビ
タ
ミ
ン

C
の
欠
乏
症
 
 
 
 
 
・
ビ
タ
ミ
ン

D
の
欠

乏
症
 
 
 
 
 

 ・
ナ
イ
ア

シ
ン
の

欠
乏

症
 

 
【
選
択
肢
】

 
ア

. 
高
血
圧
症
 

  
イ

. 
脚

気
 

 
ウ

. 
肥

満
症

 
エ

. 
ペ

ラ
グ

ラ
 

 
オ

. 
夜

盲
症

 
カ

. 
口
内
炎

 
キ

. 
壊

血
病

 
ク

. 
骨

軟
化

症
 

ケ
. 
貧

血
 

コ
. 
味

覚
障

害
 

    
 

 
問

2 
日
本
食
品
標
準
成
分
表

（
八
訂

）
に

関
す

る
問

題
で

あ
る
。

 
各
グ
ル
ー
プ
の
食
品
の
中

か
ら

、
そ
れ

ぞ
れ

の
成

分
項

目
の

成
分
量

（
可
食
部

10
0g

当
た

り
）

が
最

も
多

い
食

品
を

選
び
、

そ
の

番
号
を

 
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い

。
 

 【
グ

ル
ー
プ

1 
成
分
項

目
：

脂
質
】

 
①

 鶏
卵
（
全
卵
・
生
）

 
 
②

 ロ
ー

ス
ハ

ム
 

 
③

 ア
ボ

カ
ド
 
 
 

④
 さ

ん
ま
（
皮
つ
き
・

生
）

 
 【

グ
ル
ー
プ

2 
成
分
項

目
：

食
物
繊

維
総

量
】

 
①

 ご
ぼ
う
（
生
）
 
 
②

 え
の

き
た

け
（

生
）

 
 

③
 バ

ナ
ナ
（

生
）

 
 
④

 レ
タ
ス
（
生
）

 
 【

グ
ル
ー
プ

3 
成
分
項

目
：

カ
ル
シ

ウ
ム

】
 

①
 し

ら
す
干

し
（

微
乾
燥
品
）
 

 
②

 小
松
菜

（
生

）
 
 

③
 ヨ

ー
グ
ル
ト
（
全
脂
無
糖
）
 
 

④
 普

通
牛
乳

 
 【

グ
ル
ー
プ

4 
成

分
項
目
：
ビ
タ
ミ
ン

C】
 

①
 赤

ピ
ー
マ
ン
（
生
）

 
 
②

 レ
モ

ン
（

全
果

・
生

）
 
 

③
 だ

い
こ
ん
（
根
・
皮
な
し
・
生
）
 
 

④
 り

ん
ご
（
皮
付
き
・

生
）

 
   

 

昭
和
女
子
大
学

食
健
康
科
学
部

健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科

２
０
２
５
年
度

総
合
型
選
抜
入
学
試
験

1
次
選
考

氏 名

「
適
性
テ
ス
ト
」

問
題
用
紙
（
１
／
４
）

受 験 番 号

採
点

第
１
問

酸
化
銅
（

II
）
と
炭
素

を
混

合
し

、
以
下

の
よ
う

に
し
て

加
熱

す
る
実

験
を
行

っ
た
。

以
下

の
問

い
に

答
え
な
さ

い
。

問
1

こ
の
実
験
の
化
学
反
応

式
を

書
き

な
さ
い

。

問
2

反
応
前
後
の
銅
、
酸
素

、
炭

素
の

酸
化
数

を
そ
れ
ぞ

れ
答

え
な

さ
い
。

問
3

こ
の
実
験
に
よ
っ
て
発

生
す

る
気

体
が
な

に
か
を
確

認
す

る
た

め
に
、

ビ
ー
カ
ー
に
入
れ
る
と
よ
い
液
体
を
答
え
な
さ
い
。

問
4

発
生
す
る
気
体
を
通
し

た
ビ

ー
カ

ー
の
中

で
起
こ
る

反
応

の
化

学
反
応

式
を
書
き
な
さ
い
。

問
5

ビ
ー
カ
ー
の
液
体
の

pH
は
、

発
生
す

る
気
体

を
通

す
前

後
で

、
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る
か
答
え
な
さ
い
。

第
２
問

以
下

の
問
い
に
答
え
な

さ
い

。

問
1

0.
05

0
m

ol
/L

の
酢
酸
水

溶
液
（

電
離
度

0.
02

0）
の

pH
を

求
め

な
さ
い

。
計
算
式
も
書
き
な
さ
い
。

問
2

0.
00

01
0

m
ol

/L
の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ
ム

の
水
溶
液

の
pH

を
求
め

な
さ
い
。
計
算
式
も
書
き
な
さ
い
。

（
水
の
イ
オ
ン
積

K
w
＝

[H
＋

][O
H

－
]=

1.
0×

10
－

14
(m

ol
/L

)2
と
す

る
）

問
3

塩
素
の
同
位
体
に
は
、

相
対

質
量

35
.0

の
も

の
と

37
.0

の
も

の
が
存

在
す
る
。
原
子
量
は

35
.5

で
あ
る
。

35
Cl

と
37

Cl
の
存
在

比
を
求

め
な

さ
い

。
計
算

式
も
書
き

な
さ

い
。

問
4

98
.0
％
硫
酸
（
質
量
％

）
の

密
度
は

1.
84

g/
cm

3
で

、
硫

酸
の

分
子

量
は

98
.0

と
す
る
。
こ
れ
を
希
釈
し
て

3.
00

m
ol

/L
の
希
硫
酸

36
8

m
L
作

る
た
め
に
必
要
な

98
.0
％

硫
酸

は
何

m
L
か
求

め
な

さ
い
。

計
算
式

も
書

き
な
さ
い
。

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
（
60
分
） �

❹
食
健
康
科
学
部
　
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
（
60
分
）�

❶

総
合
型
選
抜
入
学
試
験（
１
次
）
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昭
和
女
子
大
学

食
健
康
科
学
部

健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科

２
０
２
５
年
度

総
合
型
選
抜
入
学
試
験

1
次
選
考

氏 名

「
適
性
テ
ス
ト
」

問
題
用
紙
（
２
／
４
）

受 験 番 号

採
点

第
３
問

以
下
の

問
い
に
答
え
な

さ
い

。

地
球
上
に
は
多
様
な
環
境
が
あ

り
、
そ

れ
ぞ

れ
の

(a
)環

境
に

適
し
た

多
様

な
生

物
が

生
活

し
て
い

る
。
一
方

で
す

べ
て

の
生
物

に
共

通
し

て
み

ら
れ
る
特

徴
が
あ
り
、

(b
)遺

伝
情
報
と
し
て

D
N

A
を
も

つ
こ

と
や
、

タ
ン
パ

ク
質

を
つ

く
る

ア
ミ

ノ
酸
の

種
類

が
共

通
し

て
い

る
点
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。

問
1

下
線
部

(a
)に

関
し
て
、
図

１
は

脊
椎

動
物

の
進

化
の

過
程
を

示
し

て
い

る
。
図

1
の

ア
～

ウ
に

あ
て

は
ま

る
生

物
の
進

化
に

お
い

て

新
た
に
獲
得
さ
れ
た
特
徴

を
記

入
し
な

さ
い

。

図
１
脊
椎
動
物
の
進
化
の
過
程

問
2

下
線
部
（

b）
に
つ
い
て

述
べ
た

次
の

文
章

中
の
（
エ

）
～
（

キ
）
に

最
も

適
当
な

語
句
を

、（
①
）
～
（
④
）
に

最
も
適

当
な

数
字

を
記

入
し

な
さ

い
。

(c
)D

N
A
は
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
を
基

本
単
位

と
し

て
、
こ
れ

が
多
数

鎖
状
に

つ
な

が
っ

た
分

子
で

あ
る
。

D
N

A
は

真
核

生
物
で

は
主
に

核
内

に
存

在
し

、
D

N
A

と
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
な
る
（
エ
）
を
構

成
し

て
い

る
。
生
物

種
に
よ

り
そ

の
本

数
は

異
な

り
、
ヒ

ト
の

場
合

、
生

殖
細

胞
に
は
（
エ

）
が
（
①

）
本

含
ま
れ

て
お
り
、
そ
の
塩
基
対
数
は
お

よ
そ

（
②

）
億
対

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
生
殖

細
胞

が
も

つ
（

エ
）

に
あ
る

全
遺

伝
情

報
を

（
オ

）
と
呼

ぶ
。（

オ
）

の
本

体
は

D
N

A
で
あ
り
、

D
N

A
に

は
生
命

活
動

や
形

質
に

関
わ

る
重
要

な
遺

伝
情

報
を

も
つ

領
域
が

あ
り

、
こ

の
領

域
を

（
カ
）

と
い

う
。

こ
の

領
域

の
情

報
か
ら

m
R

N
A（

伝
令

R
N

A
）
が

合
成

さ
れ

、
さ

ら
に
そ

れ
を
も

と
に

タ
ン

パ
ク

質
が

合
成
さ

れ
る

こ
と

を
（

キ
）

と
い
う

。

生
物
の
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成
す

る
ア
ミ

ノ
酸

は
（

③
）

種
類

あ
り
、

m
RN

A
の
連

続
し
た

塩
基
（
④
）

個
の

配
列
が

1
個

の
ア

ミ
ノ

酸
を

指
定

し
て

い

る
。
こ
の
連
続
す
る
配
列
を
コ

ド
ン
と

呼
ぶ

。

問
3

下
線
部

(c
)の

塩
基
配
列

が
３

′-
T

A
C

C
G

G
G

A
C

A
C

C
T

A
C

G
C

G
 -

5
′

で
あ
る

と
す
る

。

1）
こ
れ
を
鋳
型
と
し
た
場
合
、

合
成
さ

れ
る

m
RN

A
の
配
列

は
ど
の

よ
う

に
な

る
か

、
答

え
な
さ

い
。

2）
さ
ら
に

1）
の

m
RN

A
が

す
べ
て

翻
訳

さ
れ

る
と

仮
定

し
た
場

合
、
生

じ
る

ア
ミ
ノ

酸
配
列

は
ど

の
よ

う
に

な
る

か
、
表
１

の
遺

伝
暗

号
表
を

参

考
に
し
て
、
左
か
ら
順
番

に
な

る
よ
う

ア
ミ

ノ
酸

を
す

べ
て

記
入
し

な
さ

い
。

表
１

遺
伝

暗
号

表

  
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
  

  
問

4
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
に

関
す
る

記
述

①
～

④
を

一
連

の
過
程

と
し

て
適

当
な

順
番

に
な
る

よ
う

に
並

べ
な

さ
い

。

①
tR

N
A（

転
移

R
N

A）
が

m
R

N
A
の

コ
ド

ン
と

相
補

的
に
結

合
す
る

②
D

N
A
の
一
部
分
で
塩
基
対
間
の

結
合
が

切
れ

、
1
本
鎖

の
ヌ

ク
レ
オ

チ
ド

鎖
が
で
き

る

③
並
ん
だ
ア
ミ
ノ
酸
ど
う
し

が
結

合
す
る

④
D

N
A
の
塩
基
と

RN
A
の

ヌ
ク

レ
オ
チ

ド
の

塩
基

が
結

合
し

、
m

RN
A
が
つ

く
ら

れ
る

昭
和

女
子
大

学
食

健
康

科
学

部
健
康

デ
ザ
イ

ン
学

科

２
０

２
５
年
度

総
合

型
選

抜
入

学
試
験

１
次

選
考

氏 名

「
適

性
テ
ス

ト
」

問
題

用
紙
（

３
／
４
）

受 験 番 号

採
点

第
４
問

以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

ヒ
ト
に
は
、
病
原
体
か
ら
体
を
守
る
し
く
み
が
い
く
つ
も
備
わ
っ
て
い
る
。
１
つ
は

(d
)病

原
体
の
侵
入
を
物
理
的
・
化
学
的
に
防
ぐ
し
く
み
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
ら
の
し
く
み
を
か
い
く
ぐ
り
病
原
体
が
体
内
に
侵
入
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、

(e
)白

血
球
を
中
心
と
し
た
免
疫
に
よ
り
病
原
体
は
排
除
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ヒ
ト
は
病
原
体
の
侵
入
を
受
け
て
も
体
内
環
境
を
一
定
に
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
一
方
で

(ｆ
)免

疫
が
様
々
な
疾
患
に

か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

問
1

下
線
部
（

d）
に
関
す
る
記
述
と
し
て
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
①
～
⑤
か
ら
す
べ
て

選
び
、
解
答
欄
に
選
択
肢
の
番
号
を
記
入
し
な
さ
い
。

①
皮
膚
や
粘
膜
か
ら
の
分
泌
物
に
含
ま
れ
る
リ
ゾ
チ
ー
ム
は
細
菌
の
細
胞
膜
を
分
解
す
る
。

②
皮
膚
の
表
面
は
汗
腺
な
ど
か
ら
の
分
泌
物
に
よ
り
中
性
に
保
た
れ
る
。

③
消
化
管
に
生
息
す
る
細
菌
は
病
原
体
の
増
殖
を
抑
制
す
る
。

④
気
管
で
は
、
繊
毛
運
動
に
よ
り
異
物
が
肺
か
ら
口
の
方
へ
押
し
出
さ
れ
る
。

⑤
皮
膚
の
表
面
に
は
生
き
た
細
胞
が
密
に
集
ま
っ
た
角
質
層
が
形
成
さ
れ
、
病
原
体
の
侵
入
を
防
ぐ
。

問
2

下
線
部
（

e）
に
つ
い
て
図

2
は
適
応
免
疫
（
獲
得
免
疫
）
の
流
れ
を
表
し
た
模
式
図
で
あ
る
。
図
中
の

ク
～

セ
に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
語
句

を
、
以
下
に
示
す
説
明
を
参
考
に
し
て
、
記
入
し
な
さ
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

ク
：
異
物
を
取
り
込
ん
で
、
適
応
免
疫
（
獲
得
免
疫
）

の
開
始
に
は
た
ら
き
、
異
物
の
情
報
を

ケ
や

コ

に
伝
え
る

 
 

 
 

 
 

 
 

ケ
：
感
染
細
胞
な
ど
を
直
接
攻
撃
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
：

サ
や

シ
を
活
性
化
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
：
も
と
は
単
球
で
、
活
性
化
さ
れ
る
と
食
作
用
が

促
進
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  

シ
：
骨
髄
で
分
化
す
る
リ
ン
パ
球
で
あ
り
、
抗
原
を
取

り
込
み
、
そ
の
断
片
を
細
胞
表
面
へ
提
示
す
る

 
 

ス
：
大
量
の

セ
を
産
生
し
、
体
液
中
に
分
泌
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

セ
：
異
物
と
特
異
的
に
結
合
す
る
タ
ン
パ
ク
質

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図
2

適
応

免
疫

（
獲

得
免

疫
）

の
し

く
み

問
3

図
２
中
の

セ
は
、
異
物
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
反
応
が
み
ら
れ
る
か
、
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
4

下
線
部
（

f）
に
関
し
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1）
自
己
免
疫
疾
患
の
例
を
１
つ
答
え
な
さ
い
。

2）
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る
細
胞
の
名
称
と
、
感
染
に
よ
り
発
症
す
る
病
名
を
答
え
な
さ
い
。
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昭
和
女
子
大
学
 
食
健
康
科
学
部
 
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
 
 
 

２
０
２
５
年

度
 
総
合
型
選
抜
入
学
試
験
 
１
次
選
考
 

氏 名
 

 

「
適
性
テ
ス
ト
」
 
問
題
用
紙
（
４
／
４
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

採
 
点

 

 第第
５５

問問
  

以以
下下

のの
文文
章章
をを
読読
みみ
、、

そそ
のの
後後

のの
問問
いい

にに
答答
ええ
なな
ささ

いい
。。

 
 
ヒ
ト
の
健
康
に
関
す
る
主
体
要

因
は
、（

a）
年
齢
、（

b）
性
別

、
遺

伝
、（

c）
免
疫
な
ど
の
生
物
と
し
て
の
側
面
と
、（

d）
食
事

、（
e）

運
動

、
休
養

や

睡
眠
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生

活
習
慣

が
あ

り
ま

す
。
ま
た

、
大
気

、
水

、
土

壌
な

ど
の
（

f）
自
然
環
境
、
経
済

、
文

化
的
環

境
お

よ
び
（

g）
保
健
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会
環
境

は
環
境

要
因

で
あ

り
、

人
々

の
健
康

に
大

き
く

影
響

し
ま

す
。

 
 問

1
 
下
線

部
（

a）
年
齢
に
関

し
て
、

近
年

で
は

、
健

康
指

標
と
し

て
健

康
寿

命
が

注
目

さ
れ
て

い
る

。
健

康
寿

命
と

は
ど
の

よ
う

な
も

の
か

、
30

文
字

程
度
で
答
え
な
さ
い
。

 
 問

2
 
下
線
部
（

b）
性
別
に
関

す
る
次

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

 
1）

女
性
の
性
周
期
は
内
分

泌
系

の
諸

器
官

や
子
宮

の
発

達
に

よ
っ

て
安

定
す
る

。
そ

し
て

性
周

期
の

把
握
に

は
一

般
的

に
、

毎
朝

の
起
床

直
後

に
舌

下
で
測
定
し
た
体
温
が
用
い
ら

れ
る
。
こ
の

、
生

命
維

持
に
必

要
な
最

小
限

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

し
か
消

費
し

て
い

な
い

安
静

状
態
で

測
定

し
た

体
温

の
こ

と
を
何
と
い
う
か
。

 
 2）

性
周

期
は

月
経

開
始
か
ら
次
の
月
経
開
始
を

1
周

期
と
す

る
が
、

そ
の

前
半

の
月

経
か

ら
排
卵

の
間

に
徐

々
に

分
泌

量
が
増

え
排
卵
直
前
に
最
大

量
に
達
す
る
、
子
宮
内
膜

の
変

化
に
影

響
を

与
え

る
ホ

ル
モ

ン
の
名

称
を

答
え

な
さ

い
。

 
 問

3
 
下
線
部
（

c）
免
疫
に
関
す

る
次

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

 
1）

一
般
的
に
、
予
防
接
種
に
よ

り
免
疫

の
働

き
を

高
め

る
こ

と
が
で

き
る

。
一

時
は

増
加

し
た
が

、
予

防
接

種
に

よ
っ

て
患
者

数
は

 
減
少
し
、

19
80

年
に

W
H

O
が

世
界
根

絶
宣

言
を

行
っ

た
感

染
症
は

ど
れ

か
。

最
も

適
当

な
も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
う

ち
か
ら

一
つ

選
び

、
番

号
を

 
答
え
な
さ
い
。

 
①
エ

イ
ズ
 
 

 
②
エ
ボ
ラ
出

血
熱
 
 
 

③
結
核
 
 
 

④
マ
ラ
リ
ア
 
 
 
⑤

天
然
痘

 
 

2）
近
代
日
本
医
学
の
父
と

し
て

知
ら
れ

、
破
傷

風
菌

の
培
養

法
や
血

清
療

法
を

開
発

し
、
感

染
症

予
防
の

発
展

に
大
き

く
貢
献

し
た

日
本

人
は

誰
か

。
 

こ
の
人
物
の
氏
名
を
漢
字
で
答

え
な
さ

い
。

 
 問

4
 
下
線
部
（

d）
食
事
に
関

す
る
次

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

 
1 ）

脂
質

に
含

ま
れ

る
も
の
と
し
て
適 適

当当
でで
はは
なな

いい
も
の

は
ど

れ
か
。

次
の

①
～

⑤
の

う
ち

か
ら
一

つ
選

び
、

番
号

を
答

え
な
さ

い
。

 
 
 
①
ア

ル
ギ

ン
酸
 
 

 
②

オ
レ
イ

ン
酸

 
 
 
③

コ
レ

ス
テ
ロ

ー
ル

 
 
 
④

ド
コ

サ
ヘ
キ

サ
エ

ン
酸

 
 
 
⑤

リ
ノ
ー

ル
酸

 
 

2）
脂
質
の
消
化
酵
素
の

名
称
を

答
え
な

さ
い

。
 

 
3）

食
品
を
保
存
す
る
際
に
は
冷

凍
冷
蔵

庫
を

活
用

す
る

こ
と

が
多
い

。
食

品
を

低
温

で
保

管
す
る

以
外

に
、

食
品

の
保

存
性
を

高
め

る
方

法
を

 
二
つ
答
え
な
さ
い
。

 
 
 

 4）
大
豆

は
タ

ン
パ

ク
質
や
脂
質
、
ビ
タ
ミ
ン

B
群
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
鉄
な
ど
を
含
み
、
加
工
品
も
多
い
。
次
の

①
お
よ
び
②
の
加
工
工
程
で
で
き
る

大
豆
の
加
工
品
の
個
別
名
称
を

答
え
な

さ
い

。
 

 
 
①
大
豆
を
炒
（
い
）
っ
た
後

、
粉

砕
す

る
 

 
②

豆
乳

を
加
熱

・
凝

固
さ

せ
る

 
 

 
 問

5
 
下
線
部
（

e）
運
動
は
健
康

の
保

持
増

進
に

つ
な

が
る

。
し

か
し

、
直

射
日

光
下
や

高
温
多

湿
の

環
境

の
も

と
で

長
時
間

激
し

い
運

動
を

す
る

と
熱
中

症
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る

。
医

療
機
関

に
連

絡
す

る
一

方
で

、
応
急

手
当

と
し

て
行

う
べ

き
基
本

的
な

処
置

を
三

つ
挙

げ
な
さ

い
。

 
 問

6
 
下
線
部
（

f）
自

然
環
境
に
関
し

て
、
こ
の

夏
に

開
催

さ
れ
た

パ
リ

五
輪

の
ト

ラ
イ

ア
ス
ロ

ン
競

技
に

参
加

し
、
セ

ー
ヌ

川
を

泳
い

だ
複

数
の

選
手
が

体
調
を
崩
し
、
嘔
吐
や
下

痢
な

ど
の
症

状
を

訴
え

た
と

報
道

さ
れ
た

。
詳

細
な

原
因

究
明

に
は
至

っ
て

い
な

い
が

、
ど

の
よ
う

な
こ

と
が

体
調
不
良

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら

れ
る

か
。

30
文
字
程
度
で
答
え
な
さ
い
。

 
 問

7
 
下
線
部
（

g）
保
健
に
関

し
て

、
け

が
や
病

気
で

心
肺

停
止

な
ど

の
状
態

に
お

ち
い

っ
た

と
き

に
、
心

肺
蘇

生
を

行
う

こ
と

が
救
命

の
た

め
に

重
要

で
あ
る
。

A
ED

を
使

っ
て

心
臓

に
電
気

シ
ョ

ッ
ク

を
与

え
る

こ
と
で

心
臓

の
け

い
れ

ん
を

取
り
除

く
こ

と
を

何
と

い
う

か
、
漢

字
3
文

字
で

答
え

な
さ
い
。

 
 問

8
 
人
々
が
健
康
に
生
活
し

て
い
く

た
め

に
、
今
後

さ
ら

に
研
究

し
た

り
、
取
り

組
ん

だ
り
し

た
方

が
よ

い
こ

と
は

何
か
。
あ
な

た
の

考
え

を
述

べ
な
さ

い
。

 
  

  
 

昭
和
女
子
大
学
 
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
 

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
 

2
02

5
年
度
 
総
合
型
選
抜
入
学
試
験
 
1
次
選
考
 

氏
 
 
 

名
 

 

「
適
性
テ
ス
ト
」
 
問
題
用
紙
（
１
／
２
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 問
 
以
下
の
文
章
を
よ
く
読
ん
だ
上
で
、
次
ペ
ー
ジ
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

 
 地
方
分
散
の
流
れ
取
り
戻
そ
う

 
 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
芽
生
え
た
首
都
圏
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。総

務
省
が
ま
と
め
た
２
０
２
２
年
の

人
口
移
動
報
告
に
よ
る
と
、
１
年
間
の
人
の
流
入
が
流
出
を
上
回
る
規
模
が
東
京
圏
（
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
）
で
３
年
ぶ
り
に
拡
大
し
た
。

 
 私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
東
京
に
集
中
す
る
人
口
や
企
業
の
拠
点
を
地
方
に
分
散
さ
せ
る
べ
き
だ
と
訴
え
て
き
た
。
柔
軟
な
働
き
方
や
災
害
時
の
業

務
継
続
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
必
要
性
は
薄
れ
て
い
な
い
。
地
方
分
散
の
流
れ
を
引
き
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
。

 
 地
方
に
は
自
然
や
文
化
、
歴
史
な
ど
多
様
な
資
産
が
あ
る
。
人
の
流
れ
が
再
び
東
京
に
向
か
い
、 （

1）
地
方
の
人
口
減
少
に
拍
車
が
か
か
れ
ば
、
地
域
を
維

持
で
き
な
く
な
る
。
政
府
や
自
治
体
、
企
業
は
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

 
 近
年
の
東
京
一
極
集
中
は
、
地
方
か
ら
の
転
入
が
ほ
ぼ
横
ば
い
に
近
い
の
に
対
し
、
東
京
圏
か
ら
の
転
出
が
減
っ
て
い
た
。 （

2）
地
方
か
ら
出
て
き
た
女
性

が
地
元
に
戻
ら
な
い
事
情
も
あ
る
が
、
よ
り
構
造
的
な
要
因
は
東
京
圏
生
ま
れ
で
地
方
と
縁
の
薄
い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

 
 た
と
え
ば
、
国
の
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
調
査
で
は
、
東
京
圏
に
住
む
人
の
７
割
は
東
京
圏
生
ま
れ
だ
。
そ
の
比
率
は
若
い
世
代
ほ
ど
高
い
。 

 （
3）
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
う
し
た
東
京
圏
出
身
の
人
た
ち
の
関
心
を
地
方
に
引
き
つ
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
２
０
～
２
１
年
に
東
京
圏
か
ら
の
転
出
が
増
え
、

昨
年
も
な
お
高
い
水
準
に
あ
る
か
ら
だ
。
地
方
の
活
性
化
に
は
東
京
圏
出
身
者
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

 
 そ
れ
に
は
企
業
の
力
が
重
要
だ
。 （

4）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
本
社
機
能
の
一
部
を
群
馬
県
高
崎
市
と
京
都
市
に
移
す
試
行
を
始
め
た
。経

済
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
企
業
立
地
が
国
内
に
戻
る
動
き
も
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
点
か
ら
線
や
面
に
広
げ
た
い
。

 
 東
京
志
向
は
特
に
女
性
に
強
い
が
、
こ
の
と
こ
ろ
大
阪
圏
も
女
性
が
戻
り
始
め
て
い
る
の
は
明
る
い
材
料
だ
。
大
阪
を
は
じ
め
、
札
幌
や
仙
台
、
福
岡
な

ど
の
地
方
中
核
都
市
が
人
口
を
と
ど
め
る
ダ
ム
に
な
れ
ば
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
緩
和
す
る
一
里
塚
に
な
る
。

 
 

本
文
の
出
典
）

 「
地
方
分
散
の
流
れ
取
り
戻
そ
う
」（

日
本
経
済
新
聞

 朝
刊

 2
面

 社
説

 2
02

3
年

 2
月

 1
日
）
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昭
和
女
子
大
学
 
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
 

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
 

2
02

5
年
度
 
総
合
型
選
抜
入
学
試
験
 
1
次
選
考

 

「
適
性
テ
ス
ト
」
 

問
題
用
紙

 
（
２
／
２
）
 

 
設設
問問
１１
：：
下
線
部
（
１
）
で
「
地
方
の
人
口
減
少
に
拍
車
が
か
か
れ
ば
、
地
域
を
維
持
で
き
な
く
な
る
」
と
し
て
い
る
が
、
人
口
減
少
に
よ
り
地
域
が
維
持

で
き
な
い
と
は
、
具
体
的
に
地
域
で
ど
の
よ
う
な
状
態
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

10
0
文
字
以
内
）

 
 

設 設
問問
２２
：：
下
線
部
（
２
）
で
「
地
方
か
ら
出
て
き
た
女
性
が
地
元
に
戻
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
地
方
か
ら
東
京
に
出
て
き
た
女
性
が
地
元
に
戻
ら

な
い
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

20
0
文
字
以
内
）

 
 

設設
問問
３３
：：
下
線
部
（
３
）
で
「
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
う
し
た
東
京
圏
出
身
の
人
た
ち
の
関
心
を
地
方
に
引
き
つ
け
た
」
と
し
て
い
る
が
、
東
京
圏
と
は
違
う
地
方

の
ど
の
よ
う
な
特
色
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
関
心
を
引
き
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

15
0
文
字
以
内
）

  
 設 設
問問
４４
：：
下
線
部
（
４
）
で
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
本
社
機
能
の
一
部
を
群
馬
県
高
崎
市
と
京
都
市
に
移
す
」
と
し
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

本
社
が
あ
る
東
京
・
大
手
町
１
か
所
に
本
社
機
能
を
集
中
さ
せ
て
お
い
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
災
害
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る

か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

15
0
文
字
以
内
）

 
 設設
問問
５５
：：
下
線
部
（
４
）
で
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
本
社
機
能
の
一
部
を
群
馬
県
高
崎
市
と
京
都
市
に
移
す
」
と
し
て
い
る
。
高
崎
市
も
京

都
市
も
内
陸
の
都
市
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
災
害
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

10
0
文
字
以
内
）

 
 

 

昭
和
女
子
大
学
 
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
  

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
 
 
  

２
０
２
５
年

度
 
総
合
型
選
抜
入
学
試
験
 
１
次
選
考
 

氏 名
 

 

「
適
性
テ
ス
ト

」
 
問
題
用
紙
（
１
／
２
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採
 
点

 

 以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ

い
。

な
お
、
解
答
は
解
答
欄
に
記

入
す
る
こ
と
。

 
 問

1 
次

の
計

算
を
し
な

さ
い
。

 
 （

1）
  
−

22
+

2
×

( −
2)

2  
  

 
 
（

2）
 1

8𝑎𝑎𝑎𝑎
2 𝑏𝑏𝑏𝑏

×
3𝑎𝑎𝑎𝑎
𝑏𝑏𝑏𝑏𝑎𝑎𝑎𝑎

÷
6𝑎𝑎𝑎𝑎
𝑏𝑏𝑏𝑏 

 
 
 

 
 
（

3）
�5

𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥
2

6
+

𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥
2

2
�

÷
1 3  

  
 問

2 
下
の
表
の
縦
に
並
ん
で

い
る
割

合
が

等
し

く
な

る
よ

う
に
、

( 1
 ) 

～
( 9

 ) 
を

埋
め
な

さ
い
。
な

お
、

( 3
 ) 

及
び

 (
 4

 ) 
は
既
約
分
数
で
表
す
こ

と
。

 
 

少少
  
数数

  
0.

6 
( 1

 ) 
( 2

 ) 

分分
  
数数

  
( 3

 ) 
3 2 

( 4
 ) 

百百
分分
率率

  
( 5

 ) 
( 6

 ) 
85

%
 

歩歩
  
合合

  
( 7

 ) 
( 8

 ) 
（

 9
 ）

 

 
問

3 
普
通
と
特
急
の

2
つ
の
電

車
は

、
そ

れ
ぞ

れ
12

分
と

10
0
分

お
き

に
A

駅
を

発
車
し
て
い
る
。
正
午
に
普
通
と
特
急
の
列
車
が
同
時
に
発
車
し
、

正
常
に
運
行
し
て
い
た
場

合
、

次
に
同

時
に

発
車

す
る

の
は

何
時
何
分
か
、
答

え
な

さ
い
。

 
 問

4 
生
徒
数
の
比
率
が
、

2：
5
で
あ
る

A
ク

ラ
ス

と
B
ク

ラ
ス
の

2
ク
ラ
ス
か
ら
な
る

学
年
に

つ
い

て
、
そ
の

学
年

全
体
の

75
％
が

運
動

部
に
所

属
し

て
い
る
。

A
ク
ラ

ス
で

は
8
人

の
生
徒

が
、

B
ク
ラ
ス
で
は
そ
の

85
％
が
運
動
部

に
所
属

し
て
い

る
。

B
ク
ラ

ス
に
所

属
し
て
い
る

人
数

を
答

え
な

さ
い
。

 
 問

5 
赤

色
と

白
色
の

2
つ
の

サ
イ
コ

ロ
を

同
時

に
投

げ
た

と
き
、

目
の

数
の

和
が

5
の
倍
数
と
な
る
確
率
は
い
く
つ
か
、
既
約
分
数
で
答
え
な
さ

い
。

 
 問

6 
15

％
の

食
塩

水
20

0g
に

、
50

g
の

食
塩

を
加

え
た
。

食
塩
水

の
濃

度
は

何
％

に
な
る
か
、
答
え
な
さ
い
。
な
お

、
小
数

点
以

下
は

四
捨

五
入

す
る

こ
と
。

 
 問

7 
あ
る

水
槽
の
水

を
満
た
す
の
に
、

A
管
で
は

15
分
、

B
管
で
は

30
分
、
時
間

が
か

か
る
。

A
と

B
の

2
つ
の
管
を
同
時
に
使
用
し
た
場
合
、
水

槽
を
水
で
満
た
す
の
に
何

分
か

か
る
か

、
答

え
な
さ
い

。
 

 問
8 

以
下
の
文
章
の
な
か
の

空
欄
（

  
1 

 ）
～

（
  

4 
 ）

に
入

る
最

も
適

切
な

用
語
を
選
び
な
さ
い
。

 
 

日
本
に
お
い
て
、
企
業
は
、
個

人
企
業

と
法

人
企

業
に

大
別

さ
れ
る

が
、
法
人

企
業
の
う
ち
、
最
も
数
が
多
い
企
業
形
態
は
、（

  
1 

 ）
で

あ
る
。
そ

の
企
業
の
所
有
者
は
（

  
2 

 ）
を

保
有

し
、
そ

れ
は
（

  
3 

 ）
で

取
引
さ

れ
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、（

  
2 

 ）
を

保
有
す
る
者
は
、
企
業
の
儲
け

の
一
部
を
（

  
4 

 ）
と
し

て
受

け
取
る

権
利

が
あ

る
。

 
  
（

 1
 ）

 
ア

. 
上

場
企
業

  
 

 イ
.  

ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業

 
 ウ

. 
公
企
業

 
  

  
 エ

. 
株
式
会
社
 

  
  

  
オ

. 
大
企

業
 

（
 2

 ）
 

ア
. 

債
券
 

  
  

  
 イ

. 
経

営
権
 

 
  

  
  

 ウ
. 

債
権

 
  

  
  

 エ
. 

消
費
者
の
権
利
 

  
オ

. 
株
式

 
（

 3
 ）

 
ア

. 
証
券

取
引
所
 

 イ
. 

労
働
市
場
 
 

  
  

 ウ
. 

市
場

経
済

 
  

 エ
. 

金
融

機
関
 

  
  

  
オ

. 
日
本
銀
行

 
（

 4
 ）

 
ア

. 
給
与
 

  
  

  
 イ

. 
配

当
 
 

  
  

  
  

 ウ
. 

売
り

上
げ
 

  
 エ

. 
資
本
 

  
  

  
  

  
オ

. 
利
息

 
 問

9 
次
の
熟
語
（

 1
 ）

～
（

 5
 ）

の
成

り
立

ち
方

と
し
て

当
て
は

ま
る

も
の

を
ア

～
エ
の
中
か
ら

1
つ

ず
つ

選
び
、
解

答
欄

に
記

入
し

な
さ

い
。
複
数

 
回
使
っ
て
も
よ
い
。

 
 

（
 1

 ）
 貴

重
 
 

 
（

 2
 ）

 多
寡
 
 

 
（

 3
 ）

 献
身
 
 

 
（

 4
 ）

 完
成
 
 

 
（

 5
 ）

 波
及

 
 

ア
．
前
の
字
が
後
の
字
を

修
飾

し
て

い
る

 
イ
．
後
の
字
が
前
の
字
の
目
的

語
に

な
っ
て

い
る

 
ウ
．
似
た
意
味
を
持
つ
漢
字
を

重
ね

て
い
る

 
エ
．
上
記
の
ど
れ
に
も
当
て
は

ま
ら

な
い
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グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
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フ
ァ
イ
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性
テ
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（
60
分
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問

10
 
下
線
部
の
語
が
あ
ら
わ
す
意
味
と
最
も
近
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
１
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
 （

 1
 ）

 怒
り
を
あ
ら
わ
す
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
ア
．
意
を
あ
ら
わ
す

 
イ
．
名
作
を
あ
ら
わ
す

 
ウ
．
本
性
を
あ
ら
わ
す

 
 
（

 2
 ）

 解
決
に
つ
と
め
る
 

 
 

ア
．
会
社
に
つ
と
め
る

 
イ
．
キ
ャ
プ
テ
ン
を
つ
と
め
る

 
ウ
．
成
績
向
上
に
つ
と
め
る

 
 （

 3
 ）

 身
を
お
さ
め
る
 
 

 
 

ア
．
国
を
お
さ
め
る

 
イ
．
学
問
を
お
さ
め
る

 
ウ
．
税
金
を
お
さ
め
る

 
 問

11
 
文
中
の
（

 1
 ）
（

 2
 ）
（

 3
 ）

 の
空
欄
に
ア
～
ウ
の
文
章
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

 
 円

安
一

辺
倒

だ
っ
た

為
替

市
場

に
変

化
が

起
き
て

い
る

。
７

月
前

半
に

１
ド
ル

＝
１

６
２

円
近

辺
と

約
３
７

年
半

ぶ
り

の
円

安
と

な
っ
た

ド
ル

円
相
場

は
、
日
米
の
金
融
政
策
転
換
予
想
な
ど
を
背
景
に
や
や
修
正
さ
れ
た
。
適
正
な
相
場
水
準
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
日
本
商
工
会
議
所
の
調
査
に
よ
る

と
、
中
小
企
業
の
約
７
割
は
１
１
０
～
１
３
５
円
が
望
ま
し
い
と
み
て
い
る
。
こ
れ
を
適
正
相
場
と
考
え
る
な
ら
、
ま
だ
か
な
り
円
高
が
進
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 
 

（
 1

 ）
 

 
 

 し
か
し
、
米
国
の
景
気
後
退
は
誰
も
望
ん
で
い
な
い
。
米
国
の
需
要
が
落
ち
込
め
ば
日
本
企
業
の
収
益
も
悪
化
し
、
日
銀
が
言
う
「
賃
金
と
物
価
の
好
循

環
」
、
政
府
が
言
う
「
新
た
な
経
済
ス
テ
ー
ジ
へ
の
移
行
」
は
い
っ
た
ん
遠
の
い
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
状
況
の
も
と
で
起
き
る
円
高
は
、
株
価
の
下
落
や

景
況
感
の
悪
化
を
増
幅
す
る
だ
け
で
、
個
人
消
費
を
支
え
る
「
望
ま
し
い
円
高
」
に
は
な
ら
な
い
。

 
 （

 2
 ）

 
  
米
経
済
の
良
好
な
状
態
が
続
く
な
ら
、
イ
ン
フ
レ
の
落
ち
着
き
に
合
わ
せ
て
利

下
げ
が
進
む
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
３
～
４
％
ま
で
で
は
な
い
か
。
一
方
、

日
銀
は

１
％
近

辺
ま

で
の

利
上

げ
に

は
あ
る

程
度

の
可

能
性

を
感

じ
て
い

る
よ

う
だ

が
、

植
田

和
男
総

裁
の

発
言

か
ら

そ
れ

以
上
の

自
信

は
伝

わ
っ

て
こ

な
い
。
２
０
２
２
年
の
春
以
前
、
日
米
金
利
差
が
ほ
ぼ
な
か
っ
た
こ
ろ
の
ド
ル
円
が
１
１
０
円
台
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
２
～
３
％
も
金
利
差
が
残
る
よ
う
な

ら
、
そ
こ
ま
で
の
円
高
圧
力
は
生
ま
れ
ま
い
。

 
  （

 3
 ）

 
 

  
「
日
本
経
済
は
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
で
こ
れ
か
ら
も
衰
退
が
続
く
」
「
だ
か
ら
円
は
構
造
的
に
弱
い
通
貨
だ
」
と
い
う
感
覚
が
、
す
で
に
市
場
に
刷
り

込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
投
機
で
過
度
に
円
安
に
な
っ
て
い
た
分
は
、
さ
す
が
に
こ
こ
数
週
間
で
修
正
さ
れ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
国
内
の
産
業
競
争
力

を
徹
底
的
に
再
強
化
し
な
い
限
り
、
フ
ェ
ア
バ
リ
ュ
ー
と
し
て
の
円
の
強
さ
は
永
遠
に
戻
っ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

 
 
こ
の
２
～
３
年
、
企
業
が
国
内
の
設
備
投
資
を
積
極
化
し
て
い
る
点
に
は
、
い
く
ば
く
か
の
希
望
が
持
て
る
。
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
官
民
全
力
を

挙
げ
て
こ
の
流
れ
を
確
か
な
も
の
に
し
た
い
。

 
 

ア
．
も
う
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
米
国
で
好
景
気
が
維
持
さ
れ
、
日
銀
の
利
上
げ
が
着
実
に
進
む
と
い
う
ケ
ー
ス
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら

問
題
は
な
い
し
、
実
現
性
も
相
応
に
高
い
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
為
替
相
場
へ
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
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．
も
ち
ろ
ん
金
利
差
だ
け
で
為
替
相
場
が
決
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
産
業
競
争
力
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
一
般
に
、
国
内
の
産
業
競
争
力
は
そ
の
国

の
通
貨
の
実
質
実
効
レ
ー
ト
に
反
映
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
観
点
で
み
る
と
、
円
の
実
質
実
効
レ
ー
ト
が
３
０
年
前
の
３
分
の
１
程

度
ま
で
「
暴
落
」
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
国
内
産
業
基
盤
の
長
期
衰
退
こ
そ
が
こ
の
円
安
の
真
犯
人
で
あ
る
。

 
 

ウ
．
た
だ
し
、
円
高
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
円
高
へ
の
「
な
り
方
」
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
米
国
が
深
刻
な
景
気
後
退

に
陥
れ
ば
、
１
１
０
～
１
３
５
円
ぐ
ら
い
の
円
高
は
す
ぐ
に
実
現
す
る
だ
ろ
う
。
５
％
超
の
米
金
利
が
ゼ
ロ
近
辺
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
、
日
米
の

金
利
差
は
あ
っ
と
い
う
間
に
消
滅
す
る
か
ら
だ
。
８
月
初
旬
に
円
高
が
一
時
加
速
し
た
の
も
、
日
銀
の
利
上
げ
の
影
響
と
い
う
よ
り
は
、
米
国
の

雇
用
指
標
の
弱
さ
が
大
幅
利
下
げ
を
連
想
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
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の
中
か
ら

1
つ
選
び
、
解
答
欄
の
数
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を
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。
解解
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はは
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でで
のの
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、、
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記記
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がが
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 c
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lth
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 c

om
pu
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vo
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le
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se
d 
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te

r t
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no
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ifi
ca
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 c
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m
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om

e 
ar
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e 

th
at
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ak

in
g 
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tin
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an
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ig
at
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at
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 c
iti

ze
ns
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re

ed
om

 o
f c
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ic

e 
an

d 
ex

pr
es

si
on

 a
nd
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no
t c

on
si

st
en

t w
ith
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ba
si

c 
pr

in
ci

pl
es

 o
f d

em
oc

ra
cy

. I
t i

s a
ls
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po

in
te

d 
ou

t t
ha

t v
ot

er
s w

ho
 a

re
 fo

rc
ed

 to
 v

ot
e 
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t t

he
ir 
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ill
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 c
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t t
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s l
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 c
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t c
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f p
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 C
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at
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to
 fo
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en
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to
 

en
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re
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at
 th

e 
de
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oc

ra
tic

 p
ro

ce
ss

 in
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n 

ad
eq

ua
te
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 re
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ct

s t
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al
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nd
 c
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ce

rn
s o

f a
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テ
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問
題

用
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 I. 
 課
題
の
文
章
が
完
成
す
る
よ
う
に

  
21

  
 ～

  
 2

5 
  
に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
①
～
④
の
中
か
ら
選
び
、
解
答
欄
の
数

字
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解解
答答
欄欄
にに
はは
①①
～～
⑨⑨
まま
でで
のの
数数
字字
、、
及及
びび
記記
号号
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
間間
違違
っっ
たた
箇箇
所所
をを
ママ
ーー
クク
しし
なな
いい
よよ
うう

にに
注注
意意
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  
 21
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①
 F

or
 e

xa
m

pl
e,

 
②

 In
 c

on
tra

st
, 

③
 In

 sp
ite

 o
f t

hi
s, 

 
④

 B
ec

au
se

 o
f t

hi
s, 
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①

 o
ld

er
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en
er

at
io

ns
 

②
 c

on
se

rv
at

iv
e 
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te

rs
 

③
 y

ou
ng

 p
eo
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e 

④
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le
ct

ed
 o

ffi
ci

al
s 
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①
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no
ut
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ge
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ot
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 c
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 th
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④
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th
e 
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th
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①
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 v

ot
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②
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 c
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③
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in
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④
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g 
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 c
om

pl
ic

at
e 

th
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②
 w
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n 
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③

 d
ee

pe
n 

un
de

rs
ta

nd
in

g,
 

④
 o

ffe
r a

 q
ui

ck
 so

lu
tio

n,
 

 
  II

  
課
題
の
文
章
の
内
容
に
基
づ
い
て

  
 2

6 
  
～

  
 3

0 
  

 ま
で
の
英
文
が
正
し
け
れ
ば
解
答
欄
の
①
を
、
間
違
っ
て
い
れ
ば
②

を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解解
答答
欄欄
にに
はは
①①
～～
⑨⑨
まま
でで
のの
数数
字字
、、
及及
びび
記記
号号
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
間間
違違
っっ
たた
箇箇
所所
をを
ママ
ーー
クク
しし
なな
いい
よよ
うう
にに

注注
意意
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
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②
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in

g 
rig

ht
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m
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①
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el
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 in
tro

du
ce

d 
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m
pu

ls
or

y 
vo

tin
g 

in
 1

91
4.

 

 第
４
問

 下
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
解
答
用
紙
の
裏
面
枠
内
に
英
語
で

15
0
語
以
上
の
文
章
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
解
答
番
号
は
、

記
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 In

 y
ou

r o
pi

ni
on

, s
ho

ul
d 

vo
tin

g 
be
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om

pu
ls

or
y 

in
 Ja

pa
n?

  

昭
和

女
子
大

学
 
国

際
学

部
 

２
０

２
５
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

１
次

選
考

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 

問
題

用
紙

 
（

3／
3）

 

国
際
学
部
　
国
際
教
養
学
科
・
国
際
学
科
・
国
際
日
本
学
科
　
適
性
テ
ス
ト（
60
分
） �
❷

国
際
学
部
　
国
際
教
養
学
科
・
国
際
学
科
・
国
際
日
本
学
科
　
適
性
テ
ス
ト（
60
分
） �
❸

総合型選抜入学試験（１次）

96


	2025過去問題集 総合型選抜_扉
	2025過去問題集 総合型選抜_1次

